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二

他
の
実
習
実
施
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
第
二
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
申
請
者
が

引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
機
会
を
与
え
る
も
の

第
二
号
技
能
実
習

三

他
の
実
習
実
施
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
第
三
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
申
請
者
が

引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
機
会
を
与
え
る
も
の

第
三
号
技
能
実
習

四

申
請
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
て
い
る
第
一
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
第
一
号
技
能
実
習
の
開
始
後
に
特
別
な

事
情
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
者
の
下
で
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

第
二
号

技
能
実
習

（
軽
微
な
変
更
）

第
十
七
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
で
あ
っ
て
、

申
請
者
が
当
該
変
更
が
あ
っ
た
旨
を
当
該
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
と
も
に
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
り

法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
と
す
る
。

一

技
能
実
習
の
目
標
の
変
更

二

技
能
実
習
の
内
容
の
う
ち
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
の
変
更

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
認
定
計
画
（
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
従
っ
た
技
能
実
習
の
実
施
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
変
更

２

団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
前
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
実
習
監
理
を
受
け
る
監
理
団
体
の
指
導
に

基
づ
き
、
当
該
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
能
実
習
計
画
の
変
更
の
認
定
申
請
等
）

第
十
八
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ

る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
一
部
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
変
更
認
定
通
知
書
に
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
を
添
え
て
行
う
も
の

と
す
る
。

４

法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
第
八
条
各
号
に
掲

げ
る
書
類
の
う
ち
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
職
員
の
身
分
証
明
書
）

第
十
九
条

法
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
身
分
を
示
す
証
明

書
は
、
第
五
十
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
の
届
出
）

第
二
十
条

法
第
十
七
条
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
七
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

技
能
実
習
計
画
の
認
定
番
号
及
び
認
定
年
月
日

３

法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
法
第
十
七
条
の
届
出
の
受
理
に
係

る
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
構
）
は
、
同
条
の
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、別
記
様
式
第
八
号
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
届
出
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
届
出
等
）

第
二
十
一
条

法
第
十
九
条
第
一
項
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
九
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

届
出
者
の
実
習
実
施
者
届
出
受
理
番
号
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

技
能
実
習
計
画
の
認
定
番
号
、
認
定
年
月
日
及
び
技
能
実
習
の
区
分

三

技
能
実
習
生
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
年
齢
及
び
性
別

四

技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
事
由
並
び
に
そ
の
発
生
時
期
及
び
原
因

五

技
能
実
習
生
の
現
状

六

技
能
実
習
の
継
続
の
た
め
の
措
置

（
帳
簿
書
類
）

第
二
十
二
条

法
第
二
十
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
帳
簿
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

技
能
実
習
生
の
管
理
簿

二

認
定
計
画
の
履
行
状
況
に
係
る
管
理
簿

三

技
能
実
習
生
に
従
事
さ
せ
た
業
務
及
び
技
能
実
習
生
に
対
す
る
指
導
の
内
容
を
記
録
し
た
日
誌

四

企
業
単
独
型
実
習
実
施
者
に
あ
っ
て
は
、
入
国
前
講
習
及
び
入
国
後
講
習
の
実
施
状
況
を
記
録
し
た
書
類

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
書
類

２

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
帳
簿
書
類
を
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
は
、
技
能
実
習
生
が
技
能
実
習
を
終
了
し
た
日
か
ら
一
年
間
と
す
る
。

（
実
施
状
況
報
告
）

第
二
十
三
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
技
能
実
習
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
は
、
技
能
実
習
事
業
年
度
ご
と

に
、
別
記
様
式
第
十
号
に
よ
り
、
技
能
実
習
の
実
施
状
況
を
記
載
し
、
翌
技
能
実
習
事
業
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
前
項
の
報
告
書
の
作
成
は
、
実
習
監
理
を
受
け
る
監
理
団
体
の
指
導
に
基
づ
い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

監
理
団
体

（
許
可
の
申
請
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
二
部

を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
国
の
送
出
機
関
）

第
二
十
五
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
六
号
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
本
邦
へ
の
送
出
に
関
す
る
事
業
を
行
う
事
業
所
が
所
在
す
る
国
又
は
地
域
の
公
的

機
関
か
ら
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
を
適
切
に
本
邦
の
監
理
団
体
に
取
り
次
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

て
推
薦
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

二

制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
技
能
実
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
み
を
適
切
に
選
定
し
、
本
邦
へ
の
送
出
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
こ
と
。

三

団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
か
ら
徴
収
す
る
手
数
料
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
算
出
基
準
を
明
確
に
定
め
て
公

表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
費
用
に
つ
い
て
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
対
し
て
明
示
し
、
十
分
に
理
解
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

四

団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
修
了
し
て
帰
国
し
た
者
が
修
得
等
を
し
た
技
能
等
を
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
就

職
先
の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

五

団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
修
了
し
て
帰
国
し
た
者
に
よ
る
技
能
等
の
移
転
の
状
況
等
に
つ
い
て
法
務
大
臣
及
び

厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
又
は
機
構
か
ら
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
要
請
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て

い
る
こ
と
。

六

当
該
機
関
又
は
そ
の
役
員
が
禁
錮
以
上
の
刑
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
に
よ
る
刑
を
含
む
。）に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な

い
者
で
な
い
こ
と
。

七

第
一
号
に
規
定
す
る
国
又
は
地
域
の
法
令
に
従
っ
て
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

八

当
該
機
関
又
は
そ
の
役
員
が
、
過
去
五
年
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

イ

技
能
実
習
に
関
連
し
て
、
保
証
金
の
徴
収
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
技
能
実
習
生
等
又
は
そ
の
配

偶
者
、
直
系
若
し
く
は
同
居
の
親
族
そ
の
他
技
能
実
習
生
等
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

の
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
管
理
す
る
行
為
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